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の
日
の
う
ち
に
学
校
給
食
に

食
育
に
つ
な
が
る
地
場
野
菜
を
届
け
る

羽
村
市
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
学
校
給
食
食
材
生
産
部

　

羽
村
市
と
瑞
穂
町
の
公
立
小
・
中
学
校
全
17
校
に
１
日
約
７
０
０
０
食
の
給
食
を
提
供
す
る
、
羽
村
・
瑞
穂
地
区
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
地
場
産
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
令
和
５
年
２
月
に
東
京
都
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
の「
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
」の
部
で
、
東
京
都
知
事
賞
及
び
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
環
境
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和 5 年12 月撮影）
学校給食センターに納品するブロッコ
リー畑で、羽村市農業後継者クラブ学
校給食食材生産部の皆さん

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

そ
市民インタビュー35

石
田　
正
弘
さ
ん（
63
）

30
歳
の
時

に
父
が
亡
く

な
り
、
何
も

知
ら
ず
に
継

ぎ
ま
し
た
。

農
家
の
先
輩
方
に
教
え
ら
れ
て
経
験
を

積
み
ま
し
た
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
タ

マ
ネ
ギ
、
秋
に
は
ニ
ン
ジ
ン
や
長
ネ
ギ

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
農
業
委

員
会
会
長
と
し
て
農
業
振
興
や
農
地
管

理
、
後
継
者
育
成
に
務
め
て
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
と
し
て

学
校
給
食
へ
の
納
品
の
始
ま
り
は

宮
川　
豊
さ
ん（
54
）

　
羽
村
・
瑞

穂
地
区
学
校

給
食
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ

れ
た
当
時
、

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
の
先
輩
方
の
出
荷

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
で
き
た

羽
村
市
農
産
物
直
売
所
と
も
連
携
し
、

30
年
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
の

指
導
・
協
力
の
も
と
、
現
在
で
は
、
６

品
目
の
契
約
栽
培
と
、
時
期
ご
と
の
さ

ま
ざ
ま
な
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

宮
川　
修
典
さ
ん（
44
）　

Ｉ
Ｔ
会
社

を
辞
め
、
父

の
跡
を
継
ぎ

ま
し
た
。
タ

マ
ネ
ギ
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
に
携
わ
り
、

新
た
な
視
点
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、

責
任
感
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
自
家

産
野
菜
で
餃
子
も
作
り
ま
す
。

田
村　
克
也
さ
ん（
52
）

12
年
前
に

勤
め
を
辞
め
、

家
業
の
野
菜

農
家
を
継
ぎ

ま
し
た
。
就

▲ 給食センターへ朝8時までに納品。この日は、ニンジンと白菜で合わせて約344キログラム。
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農
と
同
時
に
後
継
者
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、

タ
マ
ネ
ギ
と
ニ
ン
ジ
ン
を
学
校
給
食
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。
出
荷
し
た
日
に
、

市
内
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
か
ら「
担

任
の
先
生
が
今
日
の
タ
マ
ネ
ギ
美
味
し

い
ね
っ
て
言
っ
て
い
た
よ
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。
味
が
分
か
っ
て
も
ら
え
た
よ

う
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

早
朝
の
大
量
出
荷
は
大
変
で
す
ね

宮
川（
豊
）　
朝
８
時
ま
で
に
、
洗
っ
て

大
き
さ
が
揃
っ
た
状
態
で
給
食
セ
ン
タ

ー
に
届
け
ま
す
。
献
立
が
カ
レ
ー
の
日

に
は
タ
マ
ネ
ギ
を
４
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

出
荷
。
前
日
に
雪
が
降
る
と
収
穫
が
大

変
な
の
で
、
天
気
予
報
の
チ
ェ
ッ
ク
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
納
品
す
る
以
上
責
任

が
あ
る
の
で
、
土
日
前
の
金
曜
日
は
ホ

ッ
と
し
て
い
ま
す
。

職
場
体
験
受
け
入
れ
で
食
育
も

宮
川（
修
）　
活
動
を
通
じ
、
食
育
へ
の

思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
通
学
路
の

途
中
に
畑
が
あ
る
羽
村
市
だ
か
ら
こ
そ
、

畑
に
も
っ
と
近
付
い
て
も
ら
い
、
食
べ

物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
教
え
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

田
村　
中
学
生
の
職
場
体
験
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
時
期
が
合
え
ば
学
校
給
食

用
の
野
菜
収
穫
の
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
。
収
穫
の
際
に
、「
明
日
の
給
食

用
だ
よ
。
君
た
ち
の
責
任
だ
よ
」と
伝

え
る
と
、
後
日「
美
味
し
か
っ
た
よ
」と

言
っ
て
く
れ
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。

石
田　
受
注
調
整
や
清
算
な
ど
は
、
Ｊ

Ａ
に
し
た
ま
が
間
に
入
り
、
ま
た
、
需

要
の
多
い
タ
マ
ネ
ギ
の
定
植
機
、
収
穫

機
を
提
供
し
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

田
村　
市
内
な
の
で
、
昨
日
収
穫
し
た

野
菜
が
給
食
と
し
て
今
日
出
る
こ
と
が

一
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
土
地
に

合
っ
た
品
種
な
ど
、
自
分
た
ち
で
出
来

る
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
植
え

付
け
か
ら
学
校
給
食
ま
で
、
作
物
の
成

長
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
子
供
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

今
後
の
農
業
の
在
り
方
や
展
望
は

石
田　
国
や
都
の
支
援
は
新
規
就
業
者

に
向
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
課
題
は

後
継
者
の
減
少
で
す
。
労
働
力
に
比
べ

て
農
産
物
の
低
価
格
、
相
続
税
の
大
き

さ
で
農
地
を
手
放
す
人
も
多
い
の
が
現

状
で
、
都
市
農
業
に
お
け
る
大
き
な
課

題
で
す
。
今
後
も
安
心
安
全
な
野
菜
を

届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
川（
修
）　
地
産
地
消
は
自
分
た
ち
の

顔
が
見
え
る
と
同
時
に
、
作
る
野
菜
が

自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
農
家
だ

か
ら
地
域
に
還
元
で
き
る
こ
と
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
災
害
時

な
ど
の
緊
急
時
に
野
菜
を
提
供
す
る
こ

と
も
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
畑
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

宮
川（
豊
）　
作
物
に
は
旬
が
あ
る
の
で
、

美
味
し
い
旬
の
時
期
に
食
べ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
子
供
た
ち
の
感
想
も
返
し

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
の
で
、
栄
養
士

の
方
と
連
携
し
て
い
き
た
い
で
す
。
学

校
給
食
の
経
験
か
ら
大
量
生
産
、
供
給

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
体
験
し
て
、

農
業
の
楽
し
さ
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
。
み
ん
な
、
口
下

手
だ
か
ら（
笑
）。

インタビューを終えて

　早朝の納品後、9時半からのインタビ
ューでした。体と土地は切り離せない「身

し ん

土
ど

不
ふ

二
じ

」。その土地で採れた旬の食材が
健康体をつくります。国内食料自給率が
38パーセントまで減少する中で、農業に
携わる皆さんの奮闘に敬意を表します。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

羽村市農業後継者クラブ
学校給食食材生産部

	団体構成　5人
	出荷野菜　契約野菜６品目（チンゲン
菜、タマネギ、ニンジン、長ネギ、
白菜、大根）、時期ごとにホウレンソ
ウやカブ、キュウリなども出荷して
います。給食センターの地場産野菜
使用率は約47パーセントで年間7万
9346キログラムにもなります。

▼  地場産のニンジンとキャベツを
使用した小学校の給食 ▼  小学校給食は１日4500食
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審議した主な議案

議
案	

審	

議

市
長
提
出
議
案

■�

高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有

す
る
人
材
を
採
用
す
る
た
め
の
条

例
を
制
定

羽
村
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例

【
主
な
内
容
】　
地
方
公
共
団
体
の
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法

律
及
び
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
高

度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
等
を
有
す
る

人
材
を
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
１
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

任
期
付
職
員
は
、
ど
う
い
っ
た
業

務
に
従
事
さ
せ
る
予
定
か
。

防
災
・
危
機
管
理
分
野
、
法
務
や

訴
訟
分
野
、
情
報
技
術
分
野
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

■�

水
道
料
金
を
引
上
げ

羽
村
市
給
水
条
例
及
び
羽
村
市
布

設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
水
道
料
金

を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
７
年
４
月
１
日
、
令

和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

討
論

反
対　
施
行
ま
で
の
１
年
間
の
猶
予

は
評
価
す
る
が
、
異
常
な
物
価
高
の
中
、

全
市
民
が
利
用
す
る
水
道
料
金
の
値
上

げ
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
。�

�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
今
後
、
１
０
０
０
万
円
程
度

の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
経
営
努

力
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
適
正
な
公
共

福
祉
の
推
進
の
た
め
、
賛
成
。

�

（
新
政
会
）

■ 

第
４
回
定
例
会
（
12
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
16
件
、
補
正
予
算
案
３
件
、
そ
の
他
の
議

案
3
件
、
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
あ
わ
せ
て
24
件
を
可
決
・

承
認
し
ま
し
た
。

■ 

議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

審
査
し
た
陳
情
４
件
は
３
件
が
不
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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■�
下
水
道
使
用
料
を
引
上
げ

羽
村
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
下
水
道
使

用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
10
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

下
水
道
は
全
市
民
が
使
用
す
る
が
、

受
益
者
負
担
を
理
由
と
し
、
物
価
高
騰

の
中
で
値
上
げ
を
す
る
理
由
は
。

使
用
さ
れ
た
分
の
料
金
を
負
担
い

た
だ
く
考
え
で
あ
り
、
安
心
し
て
使
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
最
善
な
経
営
を
行

う
た
め
の
適
正
な
料
金
と
捉
え
て
い
る
。

物
価
高
騰
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
施
行

時
期
を
答
申
よ
り
半
年
間
延
期
し
た
。

討
論

反
対　
物
価
高
騰
の
中
、
誰
も
が
使

用
す
る
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は
避

け
る
べ
き
で
あ
り
、反
対
。�（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
今
後
の
施
設
の
整
備
な
ど
を

踏
ま
え
た
、
収
益
収
支
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
、
賛
成
。�

（
新
政
会
）

■�

ゆ
と
ろ
ぎ
の
施
設
使
用
料
を

　
引
上
げ

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と

ろ
ぎ
管
理
運
営
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
施
設
の
使

用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

市
内
と
市
外
の
方
で
料
金
を
変
え

る
と
の
こ
と
だ
が
、
確
認
方
法
は
。

団
体
で
の
利
用
の
際
は
、
申
請
の

際
に
名
簿
な
ど
で
確
認
す
る
。

利
用
率
が
30
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い

中
で
の
引
上
げ
の
理
由
は
。

利
用
率
の
低
下
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
る
。
施
設
の
維
持
管
理
費
が

高
騰
し
て
い
る
こ
と
と
、
施
設
の
修
繕

等
が
今
後
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

討
論

反
対　
物
価
高
騰
が
続
く
中
で
、
受

益
者
負
担
論
で
の
値
上
げ
は
見
送
る
べ

き
で
あ
り
、
反
対
。�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
近
年
の
状
況
か
ら
施
設
の
安

全
な
維
持
管
理
の
た
め
の
適
切
な
料
金

設
定
は
妥
当
で
あ
り
、賛
成
。�（
新
政
会
）

反
対　
市
民
が
気
兼
ね
な
く
使
用
で

き
る
よ
う
、
現
在
の
料
金
の
ま
ま
と
す

べ
き
と
考
え
、
反
対
。

�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の

墜
落
事
故
に
対
す
る
意
見
書

（
要
旨
）

　
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ

レ
イ
が
鹿
児
島
県
屋
久
島
沖
に
墜
落

し
た
こ
と
に
対
し
、
原
因
究
明
と
再
発

防
止
を
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

内
閣
総
理
大
臣
、
防
衛

大
臣
、
北
関
東
防
衛
局
長

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

介
護
・
障
害
福
祉
分
野
等
に
お
け

る
処
遇
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）

　
政
府
に
対
し
て
、
介
護
職
員
等
の
賃

金
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
改

革
と
同
時
に
、
職
員
の
人
権
を
尊
重
し

生
活
を
保
障
す
る
取
組
み
を
迅
速
に

推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

厚
生
労
働
大
臣
、
財
務

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）

　

ガ
ザ
地
区
で
起
き
て
い
る
悲
惨
な

状
況
を
一
刻
も
早
く
止
め
、
和
平
に
向

け
た
わ
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
を
強
く
望
む
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
紛
争
の
即
時
停
止
を
求
め

る
意
見
書

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継

（
12
月
５
日
・
８
日
・
21
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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■市長提出議案の議決結果
＜第4回定例会（12月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果
専決処分の承認を求めることについて〔損害
賠償額の決定について・令和5年11月24日
専決〕　→住民税非課税世帯等に対する価格高
騰緊急支援給付金補助金及び臨時特別給付金補
助金の超過交付額返還金の支払が遅延したた
め、損害賠償として延滞金を支払う必要が生じ、
専決処分したため、議会の承認を求める。 原案承認
専決処分の承認を求めることについて〔令和
5年度羽村市一般会計補正予算（第6号）・令
5年11月24日専決〕　→歳入歳出それぞれ96
万8千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出
それぞれ251億8,799万6千円とする必要が生
じ、専決処分したため、議会の承認を求める。
羽村市情報公開条例の一部を改正する条例　
→市政情報の開示請求に対する写しの閲覧に係
る実費を徴収するため、条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例　
→令和5年度に限り設定されていた市の都市計画
税の特例措置が終了することに伴い、引き続き
特例措置を設けるため、条例の一部を改正する。
羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例　→関係法令の施行に
伴い、条例の一部を改正する。
羽村市学童クラブ条例の一部を改正する条例　
→令和6年4月1日から羽村市立富士見小学校内に
新たに学童クラブを開設するとともに、児童福祉
法及び国の放課後児童クラブ運営指針に基づく
文言等の整理を行うため、条例の一部を改正する。
羽村市駅前駐車施設の設置及び使用に関す
る条例の一部を改正する条例　→駐車施設の
使用料を改定するため、条例の一部を改正する。

　
　

件名・概要 議決結果
羽村市水道事業の設置等に関する条例等の
一部を改正する条例　→地方自治法の一部改
正に伴い、関係する条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市一般職の任期付職員の採用及び給与
の特例に関する条例　→P4
羽村市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例　→関係法令の一部改正に伴い、条例の
一部を改正する。
令和5年度羽村市一般会計補正予算（第7号）　
→歳入歳出それぞれ1億3,170万9千円を増額
し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ253億
1,970万5千円とする。
令和5年度羽村市一般会計補正予算（第8号）　
→歳入歳出それぞれ8,523万9千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ254億494
万4千円とする。
令和5年度羽村市後期高齢者医療会計補正予
算（第2号）　→歳入歳出それぞれ46万5千円を
増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ15
億1,741万6千円とする。
旧自然休暇村解体工事の変更契約について　
→旧自然休暇村解体工事について、構造物除却
後の植栽工事の実施時期に変更が生じたことか
ら工期を変更する。
羽村市動物公園の指定管理者の指定について　
→羽村市動物公園に係る指定管理者を指定す
る。【指定管理者の名称】株式会社横浜八景島【指
定の期間】令和6年4月1日〜令和9年3月31日
羽村市スイミングセンターの指定管理者の
指定について　→羽村市スイミングセンター
に係る指定管理者を指定する。【指定管理者の
名称】大和興産株式会社・特定非営利活動法人
羽村市体育協会【指定の期間】令和6年4月1日〜
令和10年3月31日

＜第4回定例会（12月）で賛否の分かれた議案＞（12月8日）

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 双
（6）（4）（2）（2）（1）（1）（1）（1）

羽村市事務手数料条例の一部を改正する条例　
→印鑑登録証明等の事務手数料を改定するとともに、
戸籍法の改正に伴い、新たに規定する事務を追加し、
また、租税特別措置法の改正に伴い、手数料を徴収す
る事務の整理を行うため、条例の一部を改正する。

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

原案可決

羽村市生涯学習センターゆとろぎ管理運営条例の一
部を改正する条例　→P5 〇 〇

〇
× × 〇 × 〇

×
羽村市体育館管理運営条例の一部を改正する条例　
→スポーツセンターの施設使用料を改定するため、条
例の一部を改正する。

〇 〇 〇 × × 〇 × 〇

羽村市富士見斎場条例の一部を改正する条例　
→斎場の使用料を改定するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

羽村市産業福祉センター条例の一部を改正する条例　
→産業福祉センターの使用料を改定するため、条例の
一部を改正する。

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
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■議員提出議案の審議結果
件名 議決結果

CV-22オスプレイの墜落事故に対する意見書　→P5

原案可決介護・障害福祉分野等における処遇改善等を求める意見書　→P5

イスラム組織ハマスとイスラエルの紛争の即時停止を求める意見書　→P5

■各会派の賛否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　　欠…欠席

 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　□□…趣旨採択　　欠…欠席

■会 派 名■ 　新…新政会　　公…公明党　　令…令和かがやき（立憲・無所属）　　共…日本共産党
 　ネ…市民ネットワーク　　都…羽村市議会都民ファーストの会　　世…世論　　双…双葉会

凡　
例

※ 表中の二段書きは、会派内で賛否
が分かれたことを表します。

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 共 ネ 都 世 令 双

（6）（4）（2）（1）（1）（1）（1）（1）

「ガソリン価格の高騰対策として、トリガ
ー条項の発動とガソリン税・軽油取引税へ
の消費税課税停止・見直しを求める意見
書」を政府に送付することを求める陳情書

総務
委員会 × × 〇 〇 × × 〇 × 不採択

「脱原発・脱炭素と再生可能エネルギーへ
のエネルギー転換に向けた政策を加速する
ことを求める意見書」提出を求める陳情書 環境まち

づくり
委員会

□□ □□ ー ー □□ ー □□ ー 趣旨採択※

羽村駅西口土地区画整理事業（羽村大橋
東詰）に関する陳情書 × × × 欠 × 〇 × × 不採択

羽村市福祉事務所処務規程第5条の「所長
は、上司の命を受け」の改正を求める陳情

文教厚生
委員会 × × × × × × × × 不採択

※趣旨採択を求める討論と採決（採択）を求める討論があり、まず趣旨採択を諮った結果、賛成多数で趣旨採択と決定しました。

＜第4回定例会（12月）で賛否の分かれた議案＞（12月21日）

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 共 ネ 都 世 令 双
（6）（4）（2）（1）（1）（1）（1）（1）

羽村市下水道条例の一部を改正する条例　→P5 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

原案可決

羽村市給水条例及び羽村市布設工事監督者及び水
道技術管理者の資格等に関する条例の一部を改正
する条例　→P4

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条
例の一部を改正する条例　
→粗大ごみの排出等の手数料を改定するため、条例の
一部を改正する。

〇 〇 × 〇 欠 〇 〇 〇


